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←小学生への食育活動
　「大豆収穫体験」
この後、収穫した大豆で
豆腐作りも行いました。

北海道の「食」の北海道の「食」の
　　　　未来を支える！　　　　未来を支える！
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広い世界を見るため道外へ

　130 年以上続く農家の長男と
して生まれ、自分で５代目。苗字
に「稲」がつくように、米を中心
に生産しています。昔から、遊び
半分で農作業を手伝うことはあり
ましたが、両親から農家を継ぐよ
うに言われたことはありませんで
した。成長するにつれ、北海道か
ら出て外の世界を見てみたいとい
う想いが強くなり、大学は京都の
立命館大学へ進学しました。　
　大学卒業後、生命保険会社に就
職。新潟、大阪、神奈川、熊本と
会社員時代は全国を転々としてい
ました。転勤自体を辛いと思った
ことはなく、日本各地を旅行して
いるような感覚で、異動がある４
月が来るのが毎年楽しみでした。

家族と過ごす時間を大切に

　結婚して、長女が生まれるのを
機に９年間勤めた会社を退職。実

　当別に戻ってきた直後、北いし
かり農協青年部に入部。10年以
上、地元を離れていたので、周り
と繋がる貴重な機会だと思い、参
加しました。農協青年部は、勉強
会や農業視察、イベント出店など
を通じて、若手農家同士の交流を
深めています。子どもたちへの食
育活動も毎年行っていて、種植え
から収穫、食品への加工までの流
れを体感してもらうことで、食に
ついて学ぶ場を提供しています。
　昨年から道青協に活動の場を
広げ、今年 4月から会長に就任。

日本の食を守るために

　今回は東裏で農業を営む傍ら、
北海道農協青年部協議会（以下、
道青協）の会長として、北海道の
未来を担う若手農家の先頭に立っ
て活躍されている稲村政崇さんに
お話をお聞きしました。

　コロナ禍を通して、今まで当た
り前だと思っていたことが、次の
日には当たり前でなくなってしま
う実情を目の当たりにしました。
年々米の消費が減ってきており、
このままではいずれ日本で米が生
産できなくなるという不安も抱え
ています。そうした先行きが見通
せない時代だからこそ、今一度、
消費者に食について考えてもらう
機会が必要だと考えています。農
業に携わるすべての人がプライド
を持って、安心・安全な農作物を
生産し続けられるよう、農協とも
協力して知恵を絞っていきます。
　また、今は若者がチャレンジす
るのが難しい時代になってきてい
ると感じます。道青協の会長とし
て、「新規就農してみたい！」「新
しい作物を始めてみたい！」など、
意欲ある若者たちの挑戦を全力で
サポートしていきたいです。

農業の魅力を発信！

道青協では、北海道全体の食と農
の価値を高めるため、特に情報発
信に力を入れています。最近で
は、若者世代に農業・地域の魅力
を知ってもらえるよう、インスタ
グラムでの投稿も行っています。

家に戻って、農業を始めました。
　私にとって両親は、毎日学校か
ら帰ると家の周りで農作業をして
いて、いつも自分の近くにいてく
れる心の支えでした。私も子育て
をする上で、家族と一緒にいる時
間をできるだけ大切にしたいと思
い、農家の道を選択しました。
　秋の収穫など忙しい時期もあり
ますが、自分の裁量で仕事が進め
られるので、時間はもちろん、心
にゆとりが生まれました。何より、
子どもの成長を日々間近で見られ
るのが一番うれしいです。
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